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Ⅸ－３．調査方法と調査結果 

 

（１）調査方法 

１）調査の設計 

本事例の特性を踏まえ、調査方法について以下のように設計した。 

勝山橋は、現地での事前調査の結果より、主として通勤・通学等の通過による日常的

な利用が多く見られることが確認された。これを踏まえ、アンケート調査対象者は、地

元住民を対象とすることとした。対象範囲は、前記した通勤・通学等の通過による日常

的な利用に注目し、勝山橋から 500ｍ以内の徒歩圏内とした。調査方法は①個別の住宅

へのポスティング、②周辺住民に対するヒアリングとした。 

次にヒアリング調査対象について、事業主体関係者は、当時の担当者を中心にヒアリ

ングを実施した。 

定点観測調査については、出来るだけ多くの利用実態を捉えるため、平日と休日の両

日調査を行った。 

 

表 調査手法と調査内容 
調査手法 対象 手法 調査内容 

整備対象位
置周辺の地
元住民 

整備対象周辺の世帯を対
象としたアンケート 
※回収状況：188/355 通
（回収率 53％） 

ポ ス テ ィ
ン グ ＋ ヒ
アリング 

○意識変化 
○活動変化 
○空間変化 
 

整備対象の
位置する市
町村の地域
住民 

― ― ― 

アンケー
ト調査 

現地来訪者
（観光客を
含む） 

現地来訪者を対象とした
アンケート 
・回収状況：141 通（う
ち 41 通は電車内、また
32 通は市役所内） 

ヒ ア リ ン
グ 

○意識変化 
○活動変化 

事 業 主 体
（行政）関
係者 

①福井県勝山土木事務所
三田村氏（当時担当者）
安井氏(現在管理担当者）

訪 問 ヒ ア
リング 

○意識変化 
○活動変化 
○空間変化 
○その他 

利用団体 ①勝山市建設部 
建設課 松井博文氏 
市街地活性化推進室 池
田芳成氏 

訪 問 ヒ ア
リング 

○意識変化 
○活動変化 

ヒアリン
グ調査 

対象建築物
等所有者 

― ― ― 

定点観測調査 平日 ― ○活動変化 
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２）アンケート調査票（地域住民用） 
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（２）調査結果 

１）調査結果概要 

 

 

 

Ⅸ 勝山橋 橋梁・高架橋 福井 福井県

意識変化 活動変化 空間変化

ポスティング ○勝山の風景を連想したとき
に勝山橋が含まれるように
なった
○勝山橋のある風景に対して
愛着を持つようになった
○歩いていて心地よい空間に
なった

○写真を撮る機会が増えたも
しくは撮るようになった
○橋で立ち止まることが増え
た
○橋詰広場で休憩するように
なった
○橋上で立ち止まって風景を
見るようになった

アンケート、および
ヒアリング

○勝山の風景を連想したとき
に勝山橋が含まれるように
なった
○勝山橋のある風景に対して
愛着を持つようになった
○移動の目印にするように
なった
○歩いていて心地よい空間に
なった

○写真を撮る機会が増えたも
しくは撮るようになった
○勝山橋を利用する回数が増
えた
○橋で立ち止まることが増え
た
○橋詰広場で休憩するように
なった
○橋上で立ち止まって風景を
見るようになった

ヒアリング

ヒアリング

ヒアリング

福井県勝山土木事務所

勝山氏建設課：松井氏

勝山市市街地活性化推進
室：池田氏

橋梁及び河川敷公園利用者

地域住民（勝山橋周辺
500m区域）

一般市民（市役所、勝山
駅、河川敷公園、橋上）

・外部表彰の受賞
・知人からの高い評価

ー

ー

ー

ー

ー

・整備をきっかけとして関わりのできた専門家を交えた周辺整備の実施（堤防の照明整備、市街地の大清水、街路整備等）

ー

ー

・半数以上が整備前と比較して誇りを持つようになった。

・少数ながら、通勤・通学や買い物、散策による利用や、橋上のベンチ利用、写真撮影の機会が増えている。
・地域のウォーキングイベント「歩こう会」の散策ルートに含まれている。

・特に歩道空間について、安全性を含めた高い評価が得られている。

・良い評価が得られており、特に歩道空間に関する評価が高い。
・一部では右岸の桜堤、周辺の山々と併せた風景として高い評価が得られている。

ー

ー

・小学校の学習の話題として取り上げられている。

ー

ー

調査結果概要

2000竣工、改修整備、大規模（地域全体へ影響）

現地での調査

意
識
変
化

整備した空間の機能向上に対する認知

造形・施設・空間の印象評価

親しみ・愛着

誇り

利
用
者

対象

利
用
者
行
動
に
与
え
る
効
果

▼イベント時の観覧席としての利用を想定していたが、現状では交通規制により通行止めとなっている。
・地域のウォーキングイベント「歩こう会」の散策ルートに含まれている。

定点観測調査

○商店街への入り口ゲートの
色彩変更について確認
○桜並木延伸整備についての
確認

○景観整備に対する意識の変
化

景観整備による効果 具体内容

施設を核とした避難体制の構築

利用者へのアンケート
調査

手法

・整備前と比較して愛着を持つようになった
　（一方で年配者層を中心に以前の廃止に対する愛着が強いという声も聞かれた）

捉えられた効果

橋梁周辺で定点観測 ○橋梁の利用状況を確認

そ
の
他

周辺景観の改善

周辺施設の連帯性の向上

視点場の形成

外部評価の高まり

利用形態・頻度等の変化

商業活動の活性化

地域活動の活性化

環境保全、学習活動

清掃等の維持管理活動

商業活動の変化

行
政

行政担当者へのヒアリ
ング

近隣住民同士の会話の場

利用ルールの形成

樹木の手入れ・花壇等の設置

施
設
周
辺
の
空
間

に
与
え
る
効
果

建物ファサード変化

軒先空間の変化

約半径500ｍ

勝山橋

勝山駅

勝山駅市役所

▲ベンチで休憩している様子 ▲橋上からの写真撮影様子

▲大清水広場の整備
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２）調査結果の整理 

調査結果の詳細は以下の通り。 

■確認された効果と調査結果との対応 

景観整備による効果 調査結果 調査手法

①整備した空間の機能向
上に対する認知 

・「歩道が広くなったため、ゆっくり安全に歩行す
ることができるようになった」 

・「自動車の通行時も安心して利用することができ
るようになった」 

アンケート

・現在の勝山橋に対する評価「大変良い」「良い」
（86％） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

・「歩道空間を良いと思う」（90％） 
・「橋の形状を良いと思う」（85％） 
・「橋の色を良いと思う」（75％） 
・「橋上のベンチを良いと思う」（73％） 
・「親柱を良いと思う」（67％） 

アンケート
（N=329） 

②造形・施設・空間の印象
評価 

・現在の勝山橋を整備前と比べて、「大変良くなった」
「良くなった」（89％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケート
（N=308） 

意
識
変
化 

③親しみ・愛着 

・「（今現在の）勝山橋に親しみ・愛着を感じる」 
（69％） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

アンケート
（N=329） 

整備前と比べた現在の勝山橋の評価

　無回答
(5.2%)

良くなった
(38.6%)

大変良くなった
(50.3%)

大変悪くなった
(0.3%)
悪くなった

(2.3%)

どちらとも言えない
(3.2%)

N=308

現在の勝山橋の評価

　無回答
(4.9%)

良い
(62.0%)

大変良い
(24.0%)大変悪い

(1.2%)
悪い

(1.2%)

どちらとも言えない
(6.7%)

N=329

勝山橋に対する親しみ・愛着について

　無回答
(1.2%)

やや感じる
(43.5%)

大変感じる
(25.5%)全く感じない

(2.1%)

あまり感じない
(18.5%)

どちらとも言えない
(9.1%)

N=329
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・「整備前と比べて、今現在の勝山橋の方が愛着や
親しみを感じる」（63％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケート
（N=308） 

・「（今現在の）勝山橋を誇りに思う」（48％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

アンケート
（N=329） 

④誇り ・「整備前と比べて、今現在の勝山橋の方が誇りに
感じる」（67％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケート
（N=308） 

①利用形態・頻度等の変化 

・ベンチでの休憩する利用者の発生 
・写真撮影者の発生 
・橋上からの眺めを楽しむ利用者の発生 
・少数ながら、通勤・通学や買い物、散策による利

用や、橋上のベンチ利用、写真撮影の機会が増え
ている 

・地域のウォーキングイベント「歩こう会」の散策
ルートに含まれている 

 
 
 
 
 
 
 
■ベンチでの休憩     ■橋上からの写真撮影 

アンケート
ヒアリング
（地元住民）
定点観測 

利
用
者
行
動
に
与
え
る
変
化 

②商業活動の活性化 ―  

整備前後での親しみ・愛着について

　無回答
(4.9%)

現在の方がやや感
じる

(35.1%)

現在の方が強く感
じる

(27.6%)以前の方がやや感
じる

(7.5%)

どちらも同じ
(23.1%)

以前の方が強く感
じる

(1.9%)

N=308

整備前後での誇りについて

　無回答
(6.2%)

現在の方がやや感
じる

(39.3%)

現在の方が強く感
じる

(27.3%)
以前の方がやや感

じる
(4.2%)

どちらも同じ
(21.8%)

以前の方が強く感
じる

(1.3%)

N=308

勝山橋に対する誇りについて

　無回答
(1.5%)

やや思う
(31.0%)

大変思う
(17.0%)

全く思わない
(7.0%)

あまり思わない
(26.7%)

どちらとも言えない
(16.7%)

N=329
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③地域活動（イベント・行
事）の活性化 

・地域のウォーキングイベント「歩こう会」の散策
ルートに含まれている 

ヒアリング
（地元住民）

④環境保全・学習活動 
・小学校の学習の話題としての活用 

アンケート

⑤施設を核とした避難体
制の構築 ―  

⑥近隣住民同士の会話の
場 ―  

⑦利用ルールの作成 ―  

⑧樹木の手入れ・花壇等の
設置 ―  

⑨清掃等の維持管理活動 ―  

①商業活動の変化 ―  

②建物ファサード変化 ―  

③軒先空間の変化 ―  

④周辺景観の改善 
・本整備を契機として関わりのできた専門家を交
えた周辺整備の実施（橋梁周辺の堤防の照明整備、
市街地における大清水、街路整備等） 

ヒアリング

（勝山市）

⑤周辺施設の連帯性の向
上 ―  

施
設
周
辺
の
空
間
に
与
え
る
効
果 

⑥視点場の形成 ―  

その

他 
①外部評価の高まり 

・土木学会デザイン賞受賞（平成 18 年） 
・知人等からの高い評価が得られている アンケート
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３）効果の波及フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

景観整備の内容 景観整備による効果 

■勝山橋の景観整備による効果の波及フロー 

勝山市街へのゲ
ート性のある風
景の形成 

大清水の整備 

勝山市の新たな
ランドマークの
創出 

周囲の山々、九
頭竜川を主役と
した風景の形成

勝
山
橋
の
整
備 

●勝山市の取組み 

まち・デザインフォーラム
の開催 

勝山橋と位置的に近接 

親しみ・愛着、
誇りの向上 

本
体
の
デ
ザ
イ
ン 

低ライズ比のアーチを採用 

上機構の省略 

自然石を巻立てた橋脚 

低水路の長支間化 

低い桁高の採用 

四季の変化に対応できる色
彩（ｱｰﾓﾝﾄﾞｸﾞﾘｰﾝ）の採用 

付
属
施
設
の
デ
ザ
イ
ン

勝山市街へのゲート性があ
る親柱、橋詰広場の整備 

ヒューマンスケールに配慮
した照明柱 

県産の杉材を使用した附属
施設（ベンチ・高欄） 

ライトアップの実施 

アドバイザー参画 

・まちづくり委員会（住民） 
・シンポジウム 
・まちなみ整備助成制度 

ソフト整備 

景
観
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開 

 
ハード整備 

・街路・散策路整備 
・トイレ 

・桜堤の照明整備 
・桜並木の延伸 

ウォーキングイベン
トにおける散策ルー
トとして利用 

橋上からの眺めを楽
しむ 

小学校の学習の話題とし
て活用 

写真撮影者の発生 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
参
画

利用時に安全な
空間の形成 

休憩できる空間
の形成 

橋上における休憩、ベンチ
利用者の発生 

凡例 
 
 

波及効果 

確認された効果 

意識に与える効果 

活動に与える効果 

空間に与える効果 

整備による 

良好な空間の形成 

住民の日常生活での利用に与える効果 

開通式の実施 

勝山市（行政）とア
ドバイザーの面識 

機
能
の
改
善  

整
備
し
た
空
間
に
対
す
る
印
象
の
向
上 

／ 

機
能
向
上
に
対
す
る
認
知 

車両・歩行者の安全な通行 
・車道の拡幅 
・両側歩道の設置 
・歩道の拡幅 

幅員構成の改善 

休憩施設の設置（ベンチ） 

外部評価の高まり 

知人への紹介 

知人からの高い評価 




